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　私たちが生活するまちは、少なからず何らかの問題を抱えていま
す。それはその場所固有の問題で、ひとつとして同じものはないは
ずです。商店街がシャッター通りになっている、老朽化している、
道路整備が遅れている、高齢化している、環境が悪化している、景
観が壊されている、人が集まってこない、など数え上げればきりが
ありません。
　しかし、このような厳しい状況の中でもちょっとしたことが契機
になり、息を吹き返した商店街やまちがあります。それはたった１
軒の商店がはじめたことがきっかけになっている場合もあります
し、まち全体で取り組んだことが功を奏した場合もあります。そし
て、そこには必ずあるアイデアが一粒の種のように蒔かれています。
何かしらの「まちを再生する魔法の種」が存在しているのです。
　この本は、建築家、ランドスケープデザイナー、照明デザイナー、
設備設計家、そしてまちづくりの専門家が集まってこれまで実践し
てきたアイデアや構想をまとめたものです。まちの中の点、線、面、
光と緑、記憶と復興、インフラをテーマに、99 のアイデアを整理
してみました。これら 99 のアイデアは、東日本大震災からの復興
にも役立つことでしょう。
　この本を手にとって「これなら明日にでもはじめられる」と思う
方が現れれば、まちづくりはスタートします。誰かがやるだろうで
はなく、自らが立ち上がってこそ、やる気のある人たちが立ち上が
ってこそ、まちづくりはスタートするのです。
　一緒にまちを再生する魔法の種を蒔いてみませんか。（柴）
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　そもそも生け垣は、プライバシー保護や防犯のために植栽されま
す。でも、生け垣の効用はこれだけではありません。温暖化が叫ば
れる昨今、植物による冷却効果はしかり、道路からの防塵、地震時
の塀倒壊の危険回避、さらに微気候の調整など、多岐にわたります。
しかも高垣にすることで、防火樹の役目も果たします。維持管理が
大変だというだけで、コンクリートブロックだけの塀で街区をつく
るのは、いざというとき、意外な落とし穴が生まれます。倒壊もさ
ることながら、避難行動を妨げ、救援活動も損なわせます。
　どうせつくるなら生け垣を少し工夫して、まちに向かって窓のあ
る生け垣をつくります。ここから、中の庭も眺めます。見てもらい
たい自分の庭をまちに提供する絵画のようなつもりで、庭づくリを
したら、きっと庭づくりの励みにもなります。扉を付ければ、時間
を限定したさまざまな演出も考えられます。この「見る、見られる」
関係を、まちぐるみで進めると、知らぬ間にこの街区は「生け垣窓
のあるまち」として有名になるでしょう。（井）

生け垣の工夫で、
まちの名物小道を

生け垣に向く植物には、イヌマキ
（高い生け垣に適する、風に強く、
潮風にも強い）やイヌツゲ（きめ
の細かな生け垣になるが、日当た
りがよく、穏やかな環境を好む）
等があります。

豆知識
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２章　線のアイデア

ふつうの
まち並み 商店街 大都市 地方都市歴史的

まち並み 震災復興
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生け垣窓を開くと…

生け垣窓があると、まちの活性化につながる

見られることで
花の手入れにも
力が入る
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　まち行く人々や買い物客にとって、一休みできる小さな広場が道
の傍らにあると嬉しいものです。思い思いに動かせる椅子や小さな
テーブルでも置かれていればなおさらです。ひとりで本を読む場所
となったり、知らない人どうし気軽に声を掛け合う空間となります。
　まちの一角にポコッとできた空き地は、よく見かけるように仮設
の板やシートで覆ってしまうよりも、たとえ短い期間でもまちの
人々に開放され、小さな広場、ポケットパークとして活用されれば、
あたりが生き生きとしてくるに違いありません。
　これまで立っていた建物で見えなかった隣の外壁や窓にしゃれた
工夫がなされ、空き地となった敷地の地面には木材のブロック、透
水性のある素材などが敷かれ、花の鉢植えなども用意されれば、小
さな公園、ポケットパークに変身するのです。祭りや商店街の催し
などに使われることもあるでしょう。行政がこうした土地を入手で
きれば、空き地周囲の壁面もしっかりと修復がなされ、より豊かに
いつまでも親しまれる場所となるかもしれません。（猪）

まちの空き地を
ポケットパークに

Ｗ . Ｈ . ホワイトは実践的都市研
究に関する著書『都市という劇場』
の中で、都市公園を訪れる人々は
座る椅子を決めると、必ずほんの
わずかでも動かし位置を定め、ひ
と時でも自分の場所とするのだそ
うです。

豆知識

椅子を微妙に動かして居場所をつくる
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３章　面のアイデア

ふつうの
まち並み 商店街 大都市 地方都市歴史的

まち並み 震災復興
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用具庫＋掲示板
  （ポケットパークを少し閉じた
　かたちにする仕掛け）

駐輪スペース

ポケットパーク

空き地にポケットパークをつくると…

店舗

道路

店舗
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まち全体に光の色を
演出する

屋外LEDカラー演出の先駆けは、
カラーキネティクス社のカラーブ
ラストです。コントロール装置は、
パソコンで複雑なシーン設定が可
能なタイプとパソコンなしで簡単
に使えるタイプがあります。

豆知識

　2000 年、イギリス・グラスゴーのブキャナ通りで、オレンジ色
の照明からブルーの照明にしたところ犯罪が減ったという話は有名
ですが、そもそものはじまりは大理石の路面をブルーの光で照明し、
その反射光が通りを幻想的な光景にすることをねらったデザイン的
な発想だったそうです。
　最近、日本でもさまざまな生活シーンに合わせた色彩の出せるシ
ーリングライトがヒットしています。人が色から受ける心理的な影
響を利用した商品で、色彩演出が容易な LED が一般照明へ普及し
たことで商品化が可能になりました。色彩の光を日常的に屋外照明
でも使うことは、世の中のニーズとなっているのかもしれません。
カラー演出が可能な照明器具とそれをコントロールする機材は、昨
今さほど特殊なものではなく、パソコンの知識があれば学生でも操
作可能です。そうした機材をまずはイベント用に小規模導入し、徐々
に使用頻度を上げながら買い増し、常設の演出機材として設置する
といった段階的な導入方法が無理がないように思います。（岩）
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４章　光と緑のアイデア

ふつうの
まち並み 商店街 大都市 地方都市歴史的

まち並み 震災復興
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色のある光とふつうの光をバランスよく使って、カラーライティング

店内の背景に色のある光を使うと、店舗のイメージづくりにも役立つ
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　応急仮設住宅の間取りは、２DKを田の字型にレイアウトしたタ
イプがもっとも一般的です。これが長屋形式で横に数戸連なること
になりますが、プレハブでつくられた従来の仮設住宅は、たとえば
結露の問題、隣戸どうしの音の問題、断熱の問題やバリアフリー、
狭さの問題など、現在までに多くの問題点が指摘されてきました。
　東日本大震災では、プレハブが供給規模数で５万戸以上、プレハ
ブ以外の地元施工者による木造の仮設住宅も数多くつくられまし
た。分類すると、プレハブ従来型の形式を木造に置き換えた木造連
続型（図①）、木造戸建て型（図②）（岩手県で建設された住田式住
宅など）、２戸を１棟とした木造２戸１棟型（図③）、従来の連続型
の隣戸間を離して、独立しながらも屋根の連続した木造非連続型（図
④）などが登場しました。戸建て型はそのまま復興住宅に移行でき
る利点がありますが、広さの点で課題が残ります。２戸１棟型は横
につなげることで復興住宅としての広さを確保できます。また積層
させて２階建てにする案も福島県では登場しています。（柴）

仮設住宅の間取りを
工夫して復興住宅に

上記はすべて東日本大震災の被災
地でつくられた事例です。木造非
連続型のものは切り離して分解、
移設を当初から想定しており、復
興住宅以外にはクラインガルテン
（市民農園）の宿泊施設にする案
などが考えられています。

豆知識
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５章　記憶と復興のアイデア

ふつうの
まち並み 商店街 大都市 地方都市歴史的

まち並み 震災復興
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①プレハブ従来型・木造連続型

②木造戸建て型

④木造非連続型

⑤仮設住宅を復興住宅に

つなげて使う（③の木造２戸１棟型）

切って使う

重ねて使う
 （③の変形
   バージョン）

③木造２戸１棟型


